
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）市関連施設の考え方と導入する施設 

１ 西口再開発の位置付けと求められる役割 

・観光客等へのサービス提供や交流を誘発する

機能 

・福井県内外へ向けた情報発信を強化する機能 

・県都の顔として福井のイメージを印象付ける

機能 

・交通結節点としての利便性を提供する機能 

・都市機能を集積させ、地域住民の利便性を高め

る機能 

・まちなかの各機能と連携し、多様な人が訪れる

ことのできる機能 

・地域の文化、教育等の向上に資する機能 

・都心の利便性を活かした居住機能 

おもてなしの拠点 生活の拠点 

西口再開発の推進にあたっては、再開発ビル単体の整備を目的とするだけでなく、これを契機として、

中心市街地全体の賑わい創出につなげていく視点が重要である。このため、アオッサとの連携や、既存の

商店街を中心とした中心市街地への波及効果に留意した施設構成を検討する。 

２ 導入する市関連施設について 

（１）基本的な考え方 

これまでの事業委員会や「市民の声」などを踏まえると、西口中央地区等の駅周辺に充実することが必

要な機能として、４つの分野（「観光」、「情報発信」、「生活支援」、「文化」）が考えられる。 

市関連施設については、これらの中から、駅前に立地する効果の高い施設を導入する。 

 

設置する市関連施設（分野ごと） 

観 光 ・ 交通結節点である駅前の立地特性を活かし、観光に関す

る情報発信を効果的に行う。 

・ 新幹線の開業を見据えて、広域観光に関する情報発信・

集客機能、旅行商品開発や担い手育成等を強化する。 

・ 運営等については、今後、県、関係機関と協議し検討す

る。 

 

観光関連施設 
・広域観光情報提供機能

・物産展示販売機能 

・事務局機能 

情報発信 ・ 駅周辺からの情報発信をさらに強化していくため、

NHK 福井放送局を誘致する。 

 
 

・ 観光、環境、国際などの新たなボランティア活動も盛ん

になっている。総合的にボランティア活動を支援する拠

点を整備する。 

総合ボランティア 

センター

生活支援

・ 子育て世代が買い物や文化活動等に参加しやすい環境

をつくり出すため、交通結節点である駅前に子ども一時

預かり所を設置する。 

 

子ども一時預かり所 

文 化 ・ 能楽などの伝統文化だけでなく、芸術や観光などの情報

発信にも対応する多目的なホールを設置する。 

 
多目的ホール 

 

（１）中心市街地における西口再開発の位置づけ 

生活支援 情報発信 文化 観光 

市関連施設の配置イメージ 

（２）求められる役割 

  西口再開発においては、商業の賑わいばかりでなく、下記のとおり、地域外からの観光客等のための「お

もてなしの拠点」、地域内の人のための「生活の拠点」としての役割が求められる。 

導入する市関連施設について 

 

住宅 

 多目的ホール   ４階 

３階 

２階 

１階 

市関連施設 

地権者棟 保留床棟 

・広域観光情報提供機能 

・物産展示販売機能 

・事務局機能 

子ども一時 

預かり所 

総合ボランティア 

センター 

観光関連施設 

業務 

ＮＨＫ 

公共公益施設 

商業 

資料 


